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竹竹富富町町ににおおけけるる公公民民館館のの「「足足跡跡」」とと連連絡絡協協議議会会のの役役割割

山 城 千 秋（熊本大学）

竹富町公民館連絡協議会（以下、竹公連）は、１９７２年３月に２１単位公民館の連合組織として設立され、２０２２

年に創立５０周年を迎えた。２０２３年１０月には白浜公民館で記念式典が行われ、２０２４年３月には『創立５０周年記念

誌 足跡 パンヌアトゥ』が刊行された。同誌には、日本復帰以降の竹公連の活動と歩みが丹念に記録されて

おり、その蓄積は地域史資料としても高く評価されるべきものである。

しかし、公民館の歴史は竹公連の設立から始まったわけではない。戦後の竹富町では、各集落において公民

館が自治と生活の中核を担ってきた。過疎化や担い手不足が深刻化し、町全体の連携が求められる現在、戦後

から続く公民館の「足跡（パンヌアトゥ）」をあらためて見つめ直すことは、現在の地域連携のあり方を考え

る上で重要な視座となる。

戦後八重山地域で「公民館」という名称が制度上確認できるのは、１９４８年施行の八重山民政府制定「八重山

教育基本法」である。同法は図書館や博物館と並び、公民館の設置を社会教育の柱として位置づけていた。し

かし、米軍占領下で自治体財政は極めて脆弱であり、実態としては、各集落が自主的に設けていた集会施設が

「公民館」と呼ばれ、制度的に普及していった経緯がある。竹富町の公民館は、行政主導で整備された公的施

設ではなく、住民生活の必要性から生まれた機関なのである。

１９４８年、西表島住吉で開拓移民の入植が始まると、公民館は生活基盤の整備や自治活動を進める拠点として

建設され、移住者同士の結束を支えた。大富では１９５３年に共同売店が設けられるなど、戦後に開拓された集落

においても公民館は自治と生活の基盤として機能してきた。その一方で、炭鉱閉鎖による経済的困窮と生活上

の孤島苦により、１９７１年に網取が廃村となり、公民館も姿を消した。この事実は、公民館が地域社会の存続と

密接に結びついていることを端的に示しており、決して忘れてはならない出来事である。

１９６４年１０月２７日付『八重山毎日新聞』には、竹富町公民館の実践発表として、由布公民館の電灯事業、祖納

公民館の経済活動、大富公民館の共同売店経営、大原公民館の図書室運営などが紹介されている。これらは、

公民館活動が文化事業や学習活動にとどまらず、産業振興や生活基盤整備にまで及んでいたことを示すもので

ある。とりわけ大原公民館の図書室は、公共図書館が設置困難な状況下で、公民館が読書・図書普及の場を担

い、青年会が中心となって図書を集めた点で注目される。公民館が産業、生活、文化を横断的に支えていたこ

とを、これらの事例は如実に物語っている。

さらに、『竹公連創立１５周年記念誌』（１９８５年）には、米軍統治下には高等弁務官資金の援助を受けて建設さ

れた公民館も存在したと記載されている。竹富・船浦・中野公民館などがその例であるが、この事実は、一般

には十分に認知されていないことである。老朽化が進む現存施設については、未来に向けてその建設経緯や利

用の実態を含めた調査と記録を今後進めていく必要があるだろう。

多島町である竹富町では、集落単位の自治を尊重しつつ、島々をつな

ぐ相互連携が不可欠である。竹公連は設立以来、各公民館をつなぐ人的

ネットワークを築き、協働関係を維持してきた。しかし、１９８０年に中央

公民館建設計画が中止されて以降、町は公立公民館を持たないまま推

移してきており、過疎化や人材育成、産業振興といった課題への対応に

ついて、各自治公民館の努力に大きく依存する構造が続いている。

戦後から積み重ねられてきた公民館の「足跡」は、各集落と集落民

が自ら課題に向き合い、連帯によって乗り越えてきた歴史でもある。

竹公連がその経験とネットワークを生かし、竹富町民が世代や島を越

えて集い、学び、協働できる場づくりにどのような役割を果たしてい

くのか。今こそ、その可能性を具体的に再構想していく時期にきてい

るのではないだろうか。

（『八重山毎日新聞』２０２６年１月２６日掲載）
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首首都都圏圏ににおおけけるる八八重重山山にに由由来来すするる郷郷友友会会覚覚書書

竹富町史郷友会編専門部会

有 田 静 人

竹富町史編集委員会では、編集事業の一つとして「郷友会編」（仮名）の刊行を計画している。令和７（２０２５）

年には、竹富町史編集委員会の下部組織として、「郷友会」の刊行を目的とした専門部会を発足させ、いよい

よ本格的な編集作業にのりだした。ここでは今後の編集作業に供するべく、首都圏（関東地域）における八重

山に由来する郷友会の発足記録と活動の一部を覚書として提示しておく。

●東京竹富郷友会の前身（かりゆし会）

大正１４（１９２５）年１０月２５日、現在の東京都中央区

銀座１、２丁目で産声を上げた。初代会長・崎山用

枝氏。昼は、銀座で人力車を曳き、夜学で学んだ。

郵政省の前身、逓信省や大蔵省に勤めた。崎山毅氏

は医学師になり親島に戻り島民の医療に従事した。

●東京八重山郷友会

大正１４（１９２５）年、初代会長・大浜信泉氏で発足。

先人らは多摩川の土手に集まり、中秋の名月を眺め

ながら、《とぅばらーま》を唄い故郷を偲んだり、

郷土が誇る偉大な作曲家・宮良長包氏の没後５０年

「生誕１００年」に当たる「宮良長包の夕」コンサー

トを開催。さらに学業や集団就職で上京する後進の

ために、「奨学金制度」などを真剣に検討。森山長

雄氏（大蔵省銀行局）や松田信徳氏（産婦人科医師）

らが、個々の「奨学資金」を立ち上げ後進たちを支

援した。

●東京与那国郷友会

昭和２５（１９５０）年、初代会長・三城徳三氏で発足。

１年間で職責を波平キク氏に代わる。与那国特有の

郷土芸能「ミティ唄」「ティンバイ」などを継承し

盛んであった。しかし会員の心ない行動で平成２７（２

０１５）年から８年間休会に追い込まれたが、令和５

（２０２３）年、名称を「関東与那国郷友会」に変更し

東迎輝幸氏を初代会長に再スタートした。

●関東黒島郷友会

昭和３７（１９６２）年、「ソテツの会」として発足し

た。初代会長・大田正男氏。郷土芸能の継承を柱に

した活動を続けていたが、会員の心ない行動で裁判

問題に発展。令和５（２０２３）年１０月、６２年の歴史に

幕を降ろした。

●旧・大浜町郷友会

昭和４３（１９６８）年発足。初代会長・仲本信吉氏。

石垣八郎会長時代、昭和５０（１９７５）年、字幕の「旧

大浜町の文字」を抜き「東京大浜郷友会」に名称を

代えたことから平得、宮良、白保が脱会し独自の会

を立ち上げた。

同組織がスリム化した事で、決定事項も簡素化で

きることから山盛昇会長が「郷土を懐かしむだけで

の会では時代に乗り遅れる。会員に即役に立つ活動

展開を…」と、値段も高価なパソコンを寄付。パソ

コンの出始めとあって、「箱根パソコン研修旅行」

を行い、初めてパソコンの文字盤に触れた人は殆

ど。いち早く文明の利器を使いこなし事務処理を簡

素化した。

●東京西表郷友会

昭和４７（１９７２）年、初代会長・野底広本氏。平得
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泰次会長時代には、「西表島郷友会館建設」の大き

なアドバルンを掲げ、若い会員に夢を託した。

しかし、時代の流れには勝てず積み立ってた会館

建設資金は、西表島の小・中学校に（鳩間を含む８

校）に寄贈した。

●東京白保郷友会

昭和５１（１９７６）年発足。初代会長・川平五郎氏。

２度の活動停止したが、新良文男、新良文二、西原

勇各氏（個人）らが資金を出し合い活動再開。「獅

子舞」を会のシンボルとして活発化、しかし大島隆

元会長が急に他界したことで、「獅子頭にニンゲ（入

魂）しないからだ」という会員がいて、信じた迎里

学会長時代にニンゲ（祈願）し白保集落に保管して

いる。総会には空輸してステージを盛り上げ今日に

至る。

●東京波照間郷友会

昭和５１（１９７６）年発足。初代会長・仲本トシ氏。

教師と師弟の関係で活動も活発。「戦争マラリア朗

読会」の主催や後援するなど、恒久平和を願う活動

も続けた。

●関東宮良郷友会

昭和５６（１９８１）年、初代会長・仲間清人氏で発足。

時代の流れによって「シマクトゥバ」（方言）が失

われると、危機感を抱き総会では、方言であいさつ

する決まりがあった。また、勉学に燃え上京する若

者の「成人を祝う集い」や「生年祝い」を催すなど

後継者育成に取り組み注目された。

●東京小浜郷友会

昭和５８（１９８３）年発足。初代会長・黒島栄幸氏。

５年ほど活動続けていたが会員が減少し自然消滅し

た。

●関東平真郷友会

平成元年（１９８９）年、初代会長・武内寅男氏で発

足。郷土芸能継承を活動の柱に取り入れ「獅子舞」

を会のシンボルに。習得した獅子舞を老人ホームな

どを慰問して喜ばれた。

●東京しかあざ会

平成１０（１９９８）年、初代会長・羽鳥秀男氏で発足。

東京八重山郷友連合会発足の原動力になった。例会

は、東京・千代田区神田の沖縄料理店「ゆずの木」

（玉城幾枝経営者）が場所を提供。三線教室や郷土

文化研究など活動の柱にした。

●関東伊原間郷友会

平成２７（２０１５）年、初代会長・前田昇氏で発足。

現在も活動している。

〔追記〕

平真郷友会は、連合会に代議員名を連れているが

残念ながら殆ど活動していない。東京与那国、宮良、

黒島、西表島が活動停止。東京与那国郷友会は、関

東与那国郷友会に名称を代えて令和７（２０２５）年１０

月１２日、第３回目の総会を開いた。

その他に尚志会（八重高）、みずほ会（農高）、友

愛津梁会（八重商工高）の同窓会がある。
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竹竹富富町町調調査査をを終終ええてて

斜里町立知床博物館 勝 田 一 気

斜里町立知床博物館では、姉妹町である竹富町と友好都市の青森県弘前市を隔年で交互に調査することや人

的交流を目的に現地調査を行っている。私は、過去に沖縄本島には一度訪れたことがあったが、八重山諸島を

訪れるは初めての経験となった。知床博物館からは私を含め２人の学芸員が竹富町を訪れ、私は歴史や文化を

中心に視察、調査を行った。約１週間の調査期間では竹富島、西表島、由布島、波照間島を訪れた。

今回の調査の中でも特に印象に残ったのが、国の重要無形民俗文化財に指定されている竹富島での種取祭の

見学である。当初は奉納芸能が行われる２０２５年１１月１７、１８日の２日間見学する予定だったが、悪天候により１

日目だけの見学となった。奉納芸能は庭と舞台の両方を見て、夜には世乞いにも参加した。庭の芸能では演目

を行う一人一人の動き揃っており感激した。また、舞台の奉納では、それぞれの演目のそれぞれの役を演じる

人が、しっかりと役になりきり、細かい所作やセリフが演者に乗り移っているように見えた。奉納終了後に、

玻座間民俗芸能保存会の方とお話する機会があり、本番の１か月前から練習してことを知り、その結果が庭や

舞台で発揮されていることが分かった。また、奉納演目では子供たちが出てくる場面が多々あり、幼少期から

「種取祭」という環境に身を置くことで様々な技術などが自然と身に付くことで素晴らしい奉納ができるのだ

と分かった。

波照間島では、波照間島出身の方に１日案内いただき、国史跡であるコート盛や下田原城跡をはじめ、島の

様々な歴史の痕跡を見ることができた。特に、私が関心をもったのが道と井戸である。案内いただいている時

に「ここは神様が通る道だよ」や「この道を通って昔は集落から海へ出たのだよ」と教えていただいた。それ

ぞれの道に名前や役割があり、その道を集落人が管理していることを知り、北海道に住んでいる私にはそのよ

うな習慣がないこともあり、とても興味深かった。また、波照間島に限ったことではないが、川が無い島では、

水を得るために井戸が重要視され、それらの井戸にも名前や役割があることが分かった。

今回の調査では竹富町の複数の島でも、限られた島しか見ることができなかった。しかし、訪れた島間でも

異なった言葉や習慣、環境があり、同じ島でさえも集落単位で違いがあることをよく理解することができた。

もし、次に竹富町を調査させていただ

く機会があれば、今回訪れることがで

きなかった島を調査したいと思う。ま

た、「種取祭」だけでなく、西表島の

「節祭」や小浜島の「結願祭」、波照

間島の「ムシャーマ」などの祭礼行事

についても触れたいと思う。
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クロイワオオケマイマイ ヒハツモドキ

知知床床博博物物館館竹竹富富町町資資料料調調査査報報告告

斜里町立知床博物館

樋 口 眞 人

姉妹町友好都市交流の一環として、斜里町では隔年で竹富町での資料調査を行っている。今回は竹富町の関

係機関へ挨拶に伺うとともに、種取祭を視察すること、竹富町の文化財を調査すること、当館に所蔵の少ない

生物資料を採集することを主目的とした。八重山地域には１１月１３日から１９日にかけて滞在し、前半は関係機関

への挨拶回り、中盤は西表島内での野外調査、後半は種取祭の視察を中心に行った。

石灰岩が広く分布する南西諸島は陸生貝類の生息に適した地域となっており、西表島でも３６種が報告されて

いる（湊、１９７６）。斜里町で見られる種と比較する上でも西表島の陸貝を調べることは重要であり、このため

採集調査を行うこととなった。調査は主に西表島の山中で行い、死貝を含めて複数種約４０点の陸貝を採集した。

今回採集したもののうち、生体時に鮮やかな緑色をしているアオミオカタニシ、大型で殻表に毛が生えている

クロイワオオケマイマイは非常に特徴的な造形をしており、陸貝の多様性を説明する上で有用な標本である。

西表島では人の暮らしと関わる植物の調査も合わせて行った。特に、島こしょうやヒバーチと呼ばれるヒハ

ツモドキは、果実を粉末にした調味料が飲食店の卓上に置かれたり、宿泊施設で提供される料理の香りづけに

葉が使われたり、暮らしと密接に関わっている印象を受けた。この話を宿泊施設の方にしたところ、施設裏に

生えている植物について色々と教えていただき、ご厚意により生垣のヒハツモドキも採取させていただいた。

料理の香りづけとして出された葉も含め、これらは竹富町の植物文化を表すものとして大事に活用させていた

だく。

２０２５年１１月１７日から１泊２日で視察した種取祭では、玻座間の集落による庭と舞台の奉納芸能、そして夜の

世乞いに至るまで、短い時間ではあったものの凝縮された内容を体感した。残念ながら島言葉はほとんど聴き

取ることができなかったが、演者の表情や振り付け、声のトーンなど、竹富初心者の私でもボディランゲージ

で十分に楽しむことができた。この点が、今もなお種取祭が多くの人を惹きつける理由の一つとなっているの

だろう。

今回の調査では概ね当初の目的を達成できたが、タイトなスケジュールであったため、羽を伸ばして過ごす

ことができなかった。次回、竹富町にお伺いする際には、自然や文化に触れながらゆったりとした時間を過ご

したい。
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２２００２２５５ 年年度度 竹竹富富町町史史編編集集業業務務日日誌誌抄抄

４／７ ・西前津松市氏の原稿「１９６５年の波照間島旧盆行事 ―ムシャーマを中心に― 写真展（撮影／アウ

エハント夫妻）」受理。『竹富町史だより』〈第５６号〉に掲載。

４／１６ ・「誘い 玉城流翔節弘子乃会 第５回平田弘子リサイタル」（飯田泰彦）が『八重山毎日新聞』に

掲載。

５／２ ・「「玉城流翔節弘子乃会 第５回平田弘子リサイタル」を観て」（飯田泰彦）が『八重山毎日新聞』

に掲載。

５／２１ ・「波照間島民俗調査関連資料一式」の寄贈受入れ調整。調整監・冝間正八、社会文化課課長・西波

照間優、飯田泰彦がアウエハント＝静子氏宅訪問。→５／２２、県立図書館資料調査。

５／２２ ・記事「『民俗調査資料』町に寄贈 ６０年前の波照間島 ―アウエハント静子さん、亡き夫と記録―」

（『八重山毎日新聞』）掲載。

５／２３ ・竹富町小学校５年生宿泊研修の平和集会にて、「忘勿石」を飯田泰彦解説（於・南風見田浜）。

６／８ ・花城正美氏の原稿「小浜島へのまなざし」〈１－４〉が『八重山毎日新聞』に連載(→６／１１）。

『竹富町史だより』〈第５６号〉に掲載。

６／１３ ・山城千秋氏（熊本大学）の原稿「竹富町の島々と地域史づくり」が『八重山毎日新聞』に掲載。『竹

富町史だより』〈第５６号〉に掲載。

６／１５ ・竹富町球技大会（於・西表島東部）。根原裕美子補佐、米盛恭子がスタッフとして参加。

６／２１ ・第４回竹富町シマムニ発表会（於・波照間島）。町史編集係はパンフレット制作。

根原裕美子補佐、米盛恭子、大田将之がスタッフとして参加。

６／２５ ・アウエハント＝静子氏の「１９６５年の旧盆行事－ムシャーマを中心に－」写真１００枚、データ寄贈を

受理。『竹富町史だより』〈第５６号〉に掲載。

６／３０ ・教育長・佐事安弘の原稿「大富集落開拓の歴史」受理。『竹富町史だより』〈第５６号〉に掲載。

７／１ ・竹富島喜宝院蒐集館にて、神野善治氏（武蔵野美術大学名誉教授）、上勢頭美保氏の「竹富島の生

活用具」（国登録文化財）調査に飯田泰彦同行。前本隆一氏より聞き書き。

７／５ ・第２２回デンサ節大会。編集長・石垣久雄氏が奨励賞。根原裕美子補佐、米盛恭子、大田将之がスタッ

フとして参加。

７／９ ・狩俣恵一氏より、第４９回竹富町史編集委員会の資料として、『郷友会編』（仮題）の「第２次目次案」

を受理。

７／１０ ・新本光孝氏より、第４９回竹富町史編集委員会の資料として、『自然編』（仮題）の「目次案」を受理。

７／１４ ・白保椋之氏の原稿「波照間島の人物、習俗に関する聞書」（仮題）を受理。『竹富町史だより』〈第

５６号〉に掲載。

７／２３ ・沖縄県地域史協議会（於・与那原町）に米盛恭子出席。那覇市立歴史博物館視察。

・『沖縄県地域史協議会会誌』〈第４８号〉に「竹富町」欄掲載。

７／３０ ・アウエハント＝静子氏より写真展用「１９６５年の波照間島」（旧盆行事関連）えり抜き１００枚のデータ

寄贈を受ける。

８／１ ・得能壽美氏の書評「〈新刊紹介〉『竹富町史だより 合冊１』」が『八重山毎日新聞』に掲載。

８／９ ・白鷗大学・斎藤正憲ゼミナールの「竹富島フィールドワーク」に飯田が同行。石垣久雄氏の「軒下

ゆんたく講座」、竹富島の文化財探訪。

８／１２ ・白保椋之氏の原稿「波照間島近代郷土譚―ベスマ聞書き―」再提出。
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８／１５ ・《越城節》歌碑建立会議に根原裕美子補佐、飯田泰彦出席。

８／２２ ・第４９回竹富町史編集委員会開催（於・竹富町役場３階大会議室）。『西表島編』〈上巻〉、『竹富町史

だより 合冊１』の発刊報告及び記者発表。

８／２９ ・『竹富町史だより』〈第５６号〉発行。

・ミニ写真展「アウエハント＝静子プレゼンツ 第１弾！ １９６５年の波照間島―旧盆行事・ムシャー

マを中心に―」開催。於・竹富町役場ロビー。

・「誘い アウエハント＝静子プレゼンツ 第１弾！ １９６５年の波照間島―旧盆行ヒ事・ムシャーマ

を中心に―」（西前津松市）が『八重山毎日新聞』に掲載。

・「誘い アウエハント＝静子プレゼンツ 第１弾！ １９６５年の波照間島―旧盆行事・ムシャーマを

中心に―」（飯田泰彦）が『八重山日報』に掲載。

・《越城節》歌碑建立に伴なう動画撮影に同行（根原裕美子補佐、飯田泰彦）。

８／３０ ・記事「『西表島編』を発刊／上巻、１９年かけて／「竹富町史だより合冊１」が『八重山毎日新聞』

に掲載。

９／２ ・記事「アウエハント写真展」『八重山毎日新聞』２０２５年９月２日掲載。

９／５ ・波照間島の旧盆行事・ムシャーマを飯田見学。国立劇場公演パンフレット執筆に伴なう調査。

９／１２ ・奄美沖縄民間文芸学会八重山大会（於・石垣市立図書館視聴覚室）で、飯田泰彦が「酒井卯作と八

重山研究」を発表。学会会員を対象に『竹富町史だより』〈第５６号〉を配布。

９／１９ ・ショウエイ＝パワーズ氏より「アウエハント・静子 presentS 第２弾！「村の人々と暮らし」（写真

データ）を受理。

９／２０ ・第２７回竹富町古謡発表会（於・西表島祖納）に、西波照間優課長、古見文志課長補佐、根原裕美子

課長補佐、飯田泰彦、米盛恭子がスタッフとして参加。

９／３０ ・『竹富町史 第八巻 西表島』〈上巻〉の「売買契約」を、安川準也西表祖納集落支援員と締結。

１０／１ ・上原美紀、町史編集係に配属。

・「令和７年度危機的な状況にある言語・方言サミット」において、地元紙「リレーエッセイ」に編

集委員・係から、石垣久雄氏（「第４６回テードゥンムニ大会」八重山毎日新聞１０／８付）、花城正美

氏（「昔話をスマムニで」八重山毎日新聞１０／１９付、「スマムニ継承の工夫」八重山日報１０／１１付）、

上江洲儀正氏（「『竹富方言辞典』の思い出」八重山日報１０／２６付）、那根真氏（「島をカタチヅクル

もの」八重山毎日新聞１０／２５付）、米盛恭子氏（「『南風』を何と読む？」八重山日報１０／１５付）が

参加。

１０／７ ・波照間島にて国立劇場「波照間島の芸能」公演のリハーサル立ち会い（飯田泰彦）。

・アウエハント＝静子プレゼンツ第２弾！写真展「１９６５年の波照間島 村の人々と暮らし」（於・波

照間保健センター）→１０／３０。

１０／１２ ・与那国島で開催の「西表－与那国民俗芸能・文化交流事業 結い風 ―響まし 吾島ぬ芸ぬ数々

－」（竹富町生涯学習委託）に、古見文志課長補佐、根原裕美子課長補佐、米盛恭子が参加。

１０／１５ ・ポスター『竹富町の島じまのコトバ』をデザインワークYell（市瀬健治代表）に制作依頼（文化

財係対応）。

１０／１８ ・沖縄国際大学後援会八重山支部総会にて、飯田泰彦が「八重山芸能の森への誘い」を講話。

１０／２５ ・「令和７年度危機的な状況にある言語・方言サミット八重山大会」にて、社会文化課によるブース

出展。編集委員の石垣久雄氏（パネラー）、花城正美氏（ブースアピール）が出演(→１０／２６）。

１１／１ ・国立劇場おきなわの『ステージガイド １１月号』に、「波照間島の芸能」（飯田泰彦）掲載。

１１／３ ・編集委員・通事孝作氏が八重山毎日文化賞正賞受賞。
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１１／４ ・沖縄県地域史協議会（於・南風原）にて、米盛恭子「竹富町史編集事業、及び『竹富町史 第八巻

西表島』〈上巻〉、『竹富町史だより 合冊１』の発刊について」を発表。

１１／１３ ・勝田一気氏・樋口眞人氏（斜里町立知床博物館学芸員）の竹富町資料調査に対応(→１９）。

１１／１８ ・「令和７年度八重山地区市町教育委員会協議会研修会 in 竹富島」にて、飯田泰彦が「竹富町の文

化と芸能」を講話。

１１／２３ ・「波照間島の芸能」国立劇場公演で、アウエハント静子 presents 第３弾！写真展「村の人々と暮

らし」。飯田泰彦がステージガイド。

１１／２４ ・新里由華氏（読谷村）より「新川盛光氏関連資料一式」の寄贈を受ける（於 うるま市・安里家）。

１１／２５ ・Shoei=Powers 氏より「アウエハント静子氏講演会＆寄贈資料展」（１２／１３開催）のパンフレット

掲載の原稿受理。

１２／１ ・佐事安弘教育長より「アウエハント静子氏講演会＆寄贈資料展」（１２／１３開催）の誘い（案内文）、

及びパンフレット掲載挨拶の原稿受理。

１２／５ ・第５０回竹富町史編集委員会（於・離島ターミナル会議室）。

１２／９ ・アウエハント静子 presents 第４弾！写真展「村の人々と暮らし」（於・竹富庁舎ロビー）→１２／１２。

１２／１３ ・アウエハント＝静子 presents 第５弾！「講演会＆寄贈資料展」（→１２／１４）、及びパンフレット作成。

１２／１４ ・記事「昔の波照間島の様子を紹介／アウエハント・静子さんが講演」が『八重山毎日新聞』に掲載。

１２／２２ ・ポスター「竹富町の島じまのコトバ」デザインワークYell より納品。町内の保育所・幼稚園・小

中学校・公民館に順次発送。

１２／２６ ・古谷野洋子「『神様から撮らされたものを、一時期お預かりして、お返します』―アウエハント・

静子講演会＆寄贈資料展に触れて―」（『八重山毎日新聞』）掲載。

１／１ ・『広報たけとみちょう』〈№５１１〉に記事「アウエハント＝静子氏講演会開催」掲載。

１／９ ・沖縄環太平洋国際映画祭（第２回Cinema at Sea 巡回上映祭 in 竹富町）於・竹富島まちなみ館『パ

シフィック・マザー』上映。飯田泰彦、米盛恭子、上原美紀が参加。

１／１０ ・沖縄環太平洋国際映画祭（第２回Cinema at Sea 巡回上映祭 in 竹富町）於・波照間島集落センター

『沖縄スパイ戦史』上映。西波照間優、米盛恭子、上原美紀が参加。

１／２３ ・小浜島民俗資料館展示物移動に加勢（飯田泰彦・上原美紀）。

２／１３ ・「第３１回やまねこマラソン大会」（→１５、準備・当日・後片付け）。

２／１４ ・「誘い 黒島弘・野原政俊・大浜安則 沖縄県指定無形文化財八重山古典民謡保持者認定記念公演八

重山の謡と踊り―肝合 絆 染みてぃ―」（飯田泰彦）が『八重山毎日新聞』に掲載。

２／１７ ・平和祈念資料館「島々の戦争」見学。西波照間優、米盛恭子、上原美紀。飯田は１９日に見学。

２／２６ ・眞謝マリナ氏より原稿「与那国公演『紬い風』―響まし我島ぬ数々―報告書」受理

２／２７ ・沖縄県立図書館「空飛ぶ図書館」in 小浜島。古見文志、米盛恭子、飯田泰彦（→２８日）。

・『竹富町史だより』〈第５７号〉刊行。

３／７ ・竹富町史編集委員・三木健氏第５３回伊波普献賞受賞祝賀会 in 南の美ら花ヒテルミヤヒラ。

３／１１ ・「誘い 田場絹枝舞踊道場公演『第２回 萌る想い 踊るうむい』」（飯田泰彦）が『八重山毎日新

聞』に掲載。→３／１４、パンフレットの「解説」を飯田執筆。

３／２５ ・「与那国町史編纂に関する意見交換会」（於：与那国町）に米盛恭子がコメンテーターとして参加。

（→２６日与那国町出張）
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第第５５００回回竹竹富富町町史史編編集集委委員員会会議議事事録録

２０２５年１２月５日午後２時～４時、離島ターミナル会議室で第５０回竹富町史編集委員会が開催された。出席者

は、石垣久雄氏、里井洋一氏、新本光孝氏、池田克史氏、上江洲義正氏、大浜修氏、狩俣恵一氏、通事孝作氏、

花城正美氏、吉川英治氏の１０名、竹富町議会が１２月５日より開催されるので、当局からは町史編集係から３名、

飯田泰彦、米盛恭子、上原美紀が出席した。欠席者は西表隆夫氏、大城肇氏、島村賢正氏、那根真氏（各氏欠

席届有）。

最初に石垣久雄編集委員長があいさつを行ない、八重山毎日文化賞正賞を受賞した通事氏の努力と情熱を称

えた。委員長の挨拶を受け、通事耕作氏よりお礼の言葉があった。

２０２５年度の経過報告を事務局（町史編集係）が行なった。本年度はイベントや寄贈資料が多かったことを述

べ、各専門部会の開催ができなかったことを反省点に挙げた。

第５０回竹富町史編集委員会の議題は次のとおり。

１．『竹富町史 第八巻 西表島編』〈下巻〉の進捗状況

２．『竹富町史 第四巻 黒島編』進捗状況

３．『自然編 ビジュアル版』の進捗状況

４．『郷友会編』について

５．その他

�「発刊計画」について

�寄贈について

�令和７年度町史写真デジタル化報告

�その他

議題１、２については、事務局が報告を行なった。

１、『竹富町史 第八巻 西表島編』〈下巻〉の進捗状況（事務局報告）

事務局から〈上巻〉の編集作業、刊行、刊行後の経過を述べ、〈下巻〉の進捗表を提示して進捗を確認した。

〈上巻〉について、売れ行き好調の要因として、沖縄県地域史協議会での報告（米盛恭子発表）や、マスコミ

報道）、売買契約の反響などが挙げられた。

２、『竹富町史 第四巻 黒島編』の進捗状況（部会長・那根真〈事務局代読〉）

進捗状況について、第３章「歴史」の「戦後のあゆみ」がまとまっていない。黒島の戦後史は、通事孝作氏

の既出原稿を中心に構成することになった。その際、玻座真武・通事孝作両氏の作成した年表に、近年の新聞

資料の見出しを加えた年表を改めて作成して共有している。これをもとにして関係者などに取材したものを原

稿化することになった。近年（２０２４年、２０２５年）の事例については、主として『八重山毎日新聞』の記事見出

しを年表に記入している。現代の記述にも力を入れるべく、２０２４年より黒島に関する記事をスクラップするこ

とを始めた。すべて網羅したわけではないが、編集委員会では、収集した２０２４年、２０２５年の記事を提示した。
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當山善堂氏の逝去に伴い、専門部会の強化が課題として挙げられた。當山氏の提出原稿については、引用箇

所を確認し、注記を施す作業を進めている。第８章第２節「黒島のことわざ」は、未完成原稿（ア行、諺／カ

タカナ表記）を受理しているが、『黒島辞典』収録のものを完全原稿とみなし、それを事務局、専門部会で語

源や意味が明らかな語について、漢字を当てカタカナでルビを振ることにした。

３、『自然編 ビジュアル版』の進捗状況（部会長・新本光孝 報告）

自然編専門部会長・新本光孝氏より「章立て第１２次案」が提示された。

新本光孝氏が収集した資料のファイルを回覧し。それをもとに資料の解説と掲載候補となる写真の説明が行

なわれた。その後、質疑応答が行われた。

４、「郷友会編」について（部会長・狩俣恵一 報告）

狩俣恵一部会長から、「郷友会編」の章立てについて、丁寧な説明があった。

また、「在沖八重山郷友会連合会組織図」、「くやーならー沖縄竹富郷友会だよりー」〈第９号〉を提示し、現

在の竹富町に関する郷友会活動を概観しながら、竹富島の郷友会について具体的な事例報告があった。そのな

かで郷友会活動の衰微に触れたが、その大きな要因として、人口の激減、情報網・交通網を中心とした暮らし

の発展などを挙げた。その他、２０２６年度の郷友会調査計画が提示され、承認された。そして「さまざまな問題

を念頭に置いて取り組みたい」と結んだ。

５、その他

⑴「発刊計画」について（事務局報告）

『西表島編』〈上巻〉の編集作業について、提出原稿を受理したものの、完全な原稿は少なく、なかには２０

回を超す校正を重ねた原稿も複数あったことから、事務局は作業に疲弊していった。今後の予算編成は、提出

原稿が整い次第、「印刷製本費」（版下製作費、印刷製本費）、「報酬」（原稿料）を計上するように、当局から

指導を受けている。

２０２６年度は『竹富町史だより 合冊２』、２０２７年度は『竹富町史だより 合冊３』の刊行計画を掲げた。同

時に、『西表島編』〈下巻〉、『新聞集成１０』、『自然編』『郷友会編』の編集作業を進める計画を報告した。前述

のとおり、『黒島編』『西表島編』〈下巻〉については、原稿提出が整い次第、次年度に予算を計上することに

なった。

また、『新聞集成』は今後、１９７２年まで単年ごとに編集することになっており、このシリーズはあと６冊を

刊行する計画である。

⑵ 寄贈について（事務局報告）

竹富町史編集係では、八重山・竹富町に関する資料を、重点的・網羅的に収集して、地域文化の多様な情報

提供のため、充実した資料群の構築に向けて日夜努めている。

とはいっても、係の蔵書・収蔵資料の多くは、寄贈により支えられて成り立っているといっても過言ではな

い。これらは寄贈を受理次第に目録化して『竹富町史だより』で報告することによって、寄贈者に感謝の意を
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表している。今後はそれだけでなく、感謝状を授与していきたい。今後の課題として収蔵場所を確保すること

などが挙げられらた。

近年の寄贈を次に挙げることにする。

①「竹富島 本土復帰の日」（写真家・倉橋正氏より写真３５０枚）

②「西表開発に関する収集資料」（沖縄社会経済学者・川平成雄氏より西表開発関連記事のスクラップ）

③「１９７０年代八重山における民俗調査音源資料」（民俗学者・宮良高弘氏の御遺族よりカセットテープ５１点）

④「鹿川村調査報告書」（船浮小中学校から「鹿川村方位石の拓本」他）

⑤「黒島方言調査音源資料」（登野城ルリ子より「黒島方言調査」カセットテープ）

→言語学研究者・占部由子（神戸外国語大学講師）が報告書作成予定。

⑥「玉代勢泰興収集資料一式」（玉代勢家）

⑦山里節子氏より写真。データ受理。

⑧安間繁樹氏より写真。データー受理。

⑨「崎原恒新八重山関係ノート一式」（崎原恒新氏より２２冊受理）

⑩「新川盛光氏収集資料一式」。新里由華氏より新川盛光氏（下地島出身）の経歴に関わる資料、祭祀に関

わる資料など、寄贈いただいた。これらの扱いはひとまず新城島専門部会に委任することになった。

⑪「コルネリウス＝アウエハント波照間島調査資料一式」。アウエハント静子氏より写真、地図、メモ帳な

ど寄贈。今後、五月雨方式で受けつけることになっている。２０２５年度には５回の写真展を開催した。

以上を分類すると、「収集資料一式」は、寄贈者が生涯にわたって収集した資料のまとまりをいう。これら

は一般の刊行物と異なり、かえがたい貴重なものである。（⑥⑨⑩⑪）

写真は近現代史において重要な資料となる。竹富町史編集においても、大いに活用するため、現在取り組ん

でいるアーカイブ事業を推進していきたい。（①⑦⑧）

研究調査資料として、②③④⑤⑨⑩がある。

⑶ 令和７年度町史写真デジタル化報告（事務局報告）

【事業名】令和７年度沖縄振興特別推進市町村交付金事業

①竹富町文化振興・観光交流拠点整備事業。（文化財係）今後、小浜島・鳩間島を予定。

「わらべ歌等記録調査」竹富島における「わらべ歌等記録調査」および祭祀記録のデジタル化。

②ビデオテープ等アナログ資料のデジタル化。（文化財係）

③竹富町史保管写真デジタル化委託業務。（町史編集係）

【業務内容】

○町史編集係では約３５，０００枚の写真資料を保有している。しかし、紙の写真資料は経年劣化の可能性が高く、

早急なデジタル化が必要であることから、一昨年に続き昨年度までで、約２０，０００枚の写真デジタル化の委託

業務を実施した。

○一昨年度、保存状態の悪い資料や活用頻度の高い資料（西表島編、黒島編への活用）のデジタル化、昨年度

は新城島の写真や、文化財関係写真及び未分類の写真について新たにデジタル化することができた。

○今年度は、黒島出身の玉代勢泰起氏から寄贈を受けた資料から６８４枚の写真をはじめ、寄贈資料を中心にデ

ジタル化を進めている。
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〈令和７年度デジタル化資料〉

【今後の課題】

○データ化済の資料について基本データー（撮影した場所や時間、内容など）の解析及び整備を行う。

○デジタル化した写真を、竹富町のホームページでの公開に向けて準備する。

○国や大学等のプラットフォームにおいて公開することで本町を広くＰＲする。

〈令和６年度デジタル化枚数〉

玉代勢泰起氏資料（写真） ６８４枚 黒島出身

東京竹富郷友会写真等資料 １４５枚 郷友会関連

町史・文化財関係写真 ２４０枚

瀬戸弘町長写真 ５４７枚 元町長

新川盛光氏関連資料（写真） ４５９枚 下地島出身

町広報写真① １，７３６枚

町広報写真② １，３５８枚

町広報写真③ １，７６７枚

文化財関係調査写真 ３，０６４枚

１０，０００枚

新城島 ５２０枚 １７冊

調査アルバム １，７６０枚 ４４冊 ４０枚／冊

文化財アルバム ２，７００枚 ５冊 ５４０枚／冊

未分類写真 ５，０２０枚

１０，０００枚

西表島（東部・西部） ５，７６８枚 １５９冊

波照間島 ３，０５９枚 ７３冊

調査アルバム ４６７枚

仲間橋開通式 ８４枚

スライド箱 １４３枚

１２６㎜フィルム ４５枚

個別スライド １５６枚

その他 ２７８枚

１０，０００枚
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竹富町史編集委員会及び竹富町史編集室・竹富町史編集係の変遷

◇『竹富町誌』（１９７４年）、『町制三十年のあゆみ』（１９７８年）の編集発刊の成果を踏まえ、竹富町制施行４０周年

記念文化事業の一環として、１９８８年（昭和６３）に竹富町史編集事業の取り組みが開始された。

◆１９８９．２．２ 竹富町史編集委員（１９人）に委嘱状交付

◆１９９０．３．２４ 竹富町史編集室設置

◆２００６．４．１ 組織改革により総務課に統合、竹富町総務課町史編集係となる

◆２００８．４ 組織改革により竹富町教育委員会総務課の管轄となり、竹富町教育委員会総務課町史編集係

となる。

◆２０１７．４ 組織改革により竹富町教育委員会社会文化課の管轄となり、竹富町教育委員会社会文化課町

史編集係となる。

（通事孝作「竹富町史編集事業の歩み」『竹富町史だより』〈合冊１〉６１５～６４１頁参照）

竹富町史編集委員歴代名簿 １９８９年〈Ｈ１〉～２０２５〈Ｒ７〉

・凡例：◎委員長 〇副委員長 ☆新任

・『竹富町史だより』、『竹富町教育委員委嘱に関する綴り』を参考にまとめた。

・肩書は当時のもの。

１９８９年(H１） １９人 １９９１年(H３ ） １９人

１９８９．２．２～ １９９１～１９９３

◎當山 哲男 元竹富町企画課長 ◎當山 哲男 元竹富町企画課長 町史編集調査協力委員

〇西里 喜行 琉球大学教育学部 〇西里 喜行 琉球大学教育学部 １９９１．１．１４委嘱

加治工真市 沖縄県立芸術大学 加治工真市 沖縄県立芸術大学 上勢頭芳徳（竹富）

大城 学 沖縄県立博物館 大城 學 沖縄県立博物館 松竹秀文（黒島）

篠原 武夫 琉球大学農学部 西島 信昇 琉球大学理学部 前泊竹宏（小浜）

西島 信昇 琉球大学理学部 篠原 武夫 琉球大学農学部 安里真吉（新城）

池城 安伸 石垣第二中学校 池城 安伸 石垣第二中学校 大舛久信（大原）

黒島 精耕 伊原間中学校 黒島 精耕 伊原間中学校 玉盛淳則（豊原）

三木 健 琉球新報編集局 三木 健 琉球新報編集局 大谷用次（大富）

玉城 功一 八重山商工高等学校 玉城 功一 八重山商工高等学校 新 初蔵（古見）

石垣 久雄 八重山高等学校 石垣 久雄 八重山高等学校 富本 勇（美原）

新本 光孝 琉球大学農学部 新本 光孝 琉球大学農学部 銘里長善（上原）

山盛 直 琉球大学農学部 山盛 直 琉球大学農学部 前大用祐（西表）

石島 英 琉球大学（短大） 石島 英 琉球大学短期大学 西 永祐（白浜）

本成 善康 元教育事務所長 本成 善康 元教育事務所 井上文吉（舟浮）

阿佐伊孫良 東京中央郵便局 阿佐伊孫良 東京中央郵便局 通事建次（鳩間）

上江洲儀正 南山舎 上江洲儀正 南山舎 新城永佑（波照間）

登野原 武 竹富町教育委員会 登野原 武 竹富町教育委員会

安里 碩八 竹富町役場 安里 碩八 竹富町役場
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１９９３年(H１５） １６人 １９９５年(H１７） １６人 １９９７年(H１９） １６人～２０人

１９９３～１９９５ １９９５～１９９７ １９９７．２．１～１９９９．１．３１

◎當山 哲男 元竹富町企画課長 ◎當山 哲男 元竹富町企画課長 ◎本成 善康 元八重山教育事務所

長〇西里 喜行 琉球大学教育学部 〇西里 喜行 琉球大学教育学部 〇西里 喜行 琉球大学教授

加治工真市 沖縄県立芸術大学 加治工真市 沖縄県立芸術大学 當山 哲男 元竹富町企画課長

大城 学 沖縄県立博物館 大城 学 沖縄県教育庁文化課 加治工真市 県立芸術大学教授

西島 信昇 琉球大学理学部 西島 信昇 琉球大学名誉教授 西島 信昇 琉球大学名誉教授

黒島 精耕 明石小学校 黒島 精耕 明石小学校 黒島 精耕 石垣中学校校長

三木 健 琉球新報編集局 三木 健 琉球新報編集局 三木 健 琉球新報編集局長

玉城 功一 八重山商工高等学校 玉城 功一 八重山商工高校 玉城 功一 八重山商工高校教諭

石垣 久雄 八重山高等学校 石垣 久雄 泊高校（通信制課程） 石垣 久雄 泊高校校長

新本 光孝 琉球大学農学部 新本 光孝 琉球大学農学部 新本 光孝 琉球大学教授

山盛 直 琉球大学農学部 山盛 直 琉球大学農学部 山盛 直 琉球大学教授

本成 善康 元教育事務所長 本成 善康 元教育事務所長 阿佐伊孫良 銀座郵便局職員

阿佐伊孫良 東京中央郵便局 阿佐伊孫良 銀座郵便局 上江洲儀正 南山舎代表

上江洲儀正 南山舎代表 上江洲儀正 南山舎代表 登野原 武 竹富町教育長

登野原 武 竹富町教育委員会 登野原 武 竹富町教育委員会 安里 碩八 竹富町史編集室室長

安里 碩八 竹富町役場 安里 碩八 竹富町役場 ☆小濱光次郎 前泊高校校長

☆大仲 康文 補充１９９８．２．１～

☆池城 安伸 補充１９９８．２．１～

☆石垣 金星 補充１９９８．２．１～

☆里井 洋一 補充１９９８．２．１～

１９９９年(H１１） ２０人 ２００１年(H１３） １８人 ２００３年(H１５） １８人

１９９９．２．１～２００１．１．３１ ２００１．２．１～２００３．１．３１ ２００３．２．１～２０１５．３．３１

◎本成 善康 元八重山教育事務所長 ◎本成 善康 元八重山教育事務所長 ◎本成 善康 元八重山教育事務所長

〇西里 喜行 琉球大学教授 〇西里 喜行 琉球大学教授 〇西里 喜行 琉球大学教授

加治工真市 県立芸術大学教授 加治工真市 県立芸術大学教授 加治工真市 県立芸術大学教授

小濱光次郎 元泊高校校長 小濱光次郎 元泊高校校長 黒島 精耕 竹富町教育長

西島 信昇 琉球大学名誉教授 黒島 精耕 元石垣中学校校長 三木 健 琉球新報専務

黒島 精耕 前石垣中学校校長 三木 健 琉球新報常務取締役 玉城 功一 元八重山商工高校教諭

三木 健 琉球新報常務取締役 玉城 功一 元八重山商工高校教諭 石垣 久雄 元八重山高校校長

玉城 功一 前八重山商工高校教諭 石垣 久雄 元八重山高校校長 當山 善堂 県漁業信用基金協会

石垣 久雄 八重山高校校長 當山 善堂 県漁業信用基金協会理事長 新本 光孝 琉球大学教授

新本 光孝 琉球大学教授 新本 光孝 琉球大学教授 阿佐伊孫良 竹富公民館長

山盛 直 琉球大学名誉教授 山盛 直 琉球大学名誉教授 上江洲儀正 南山舎代表

阿佐伊孫良 沖縄ツーリスト石垣支店長 阿佐伊孫良 竹富公民館長 登野原 武 元竹富町教育長

上江洲儀正 南山舎代表 上江洲儀正 南山舎代表 里井 洋一 琉球大学助教授

登野原 武 前竹富町教育長 登野原 武 元竹富町教育長 池城 安伸 元登野城小学校長

里井 洋一 琉球大学助教授 里井 洋一 琉球大学助教授 篠原 武夫 琉球大学教授

池城 安伸 前登野城小学校校長 池城 安伸 元登野城小学校校長 ☆吉川 安一 元県立図書館長

石垣 金星 元竹富町教育委員 石垣 金星 西表をほりおこす会会長 ☆本田 昭正 元那覇高校教諭

大仲 康文 竹富町教育長 安里 碩八 竹富町史編集室室長 ☆玻座真 武 元白保中学校教諭

安里 碩八 竹富町史編集室長

☆當山 善堂 県企画開発部参事監
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２００５年(H１７） １８人 ２００７年(H１９） １５人 ２００９年(H１５） １７人

２００５．２．１～２００７．１．３１ ２００７．２．１～２００９．１．３１ ２００９．２．１～２０１１．１．３１

◎登野原 武 元竹富町教育長 ◎登野原 武 元竹富町教育委員会教育長 ◎登野原 武 元竹富町教育委員会教育長

〇西里 喜行 琉球大学教授 〇西里 喜行 琉球大学名誉教授 〇西里 喜行 琉球大学名誉教授

加治工真市 県立芸術大学教授 黒島 精耕 前竹富町教育委員会教育長 阿佐伊孫良 NPOたきどぅん事務局長

黒島 精耕 竹富町教育委員会教育長 三木 健 前琉球新報社副社長 新本 光孝 琉球大学名誉教授

三木 健 琉球新報社副社長 玉城 功一 元八重山商工高校教諭 石垣 金星 西表をほりおこす会会長

玉城 功一 元八重山商工高校教諭 石垣 久雄 元八重山高校校長 石垣 久雄 石垣市文化協会副会長

石垣 久雄 石垣市文化協会事務局長 當山 善堂 元八重山支庁長 上江洲儀正 ㈱南山舎代表取締役社長

當山 善堂 元八重山支庁長 新本 光孝 琉球大学教授 ☆大城 肇 琉球大学副学長

新本 光孝 琉球大学農学部教授 阿佐伊孫良 NPOたきどぅん事務局長 黒島 精耕 元竹富町教育委員会教育長

阿佐伊孫良 NPOたきどぅん事務局長 上江洲儀正 南山舎代表 里井 洋一 琉球大学教育学部教授

上江洲儀正 南山舎代表 里井 洋一 琉球大学教育学部教授 玉城 功一 元八重山商工高校教諭

里井 洋一 琉球大学教育学部教授 石垣 金星 西表をほりおこす会会長 當山 善堂 元八重山支庁長

石垣 金星 西表をほりおこす会会長 吉川 安一 名桜大学国際学部教授 玻座真 武 元白保中学校教諭

吉川 安一 名桜大学国際学部教授 本田 昭正 元那覇高校教諭 ☆花井 正光 琉球大学教授

本田 昭正 元那覇高校教諭 玻座真 武 元白保中学校教諭 本田 昭正 元那覇高校教諭

篠原 武夫 琉球大学農学部教授 三木 健 元琉球新報社副社長

玻座真 武 元白保中学校教諭 吉川 安一 名桜大学国際学部教授

☆本原 孫宗 元石垣市消防長

２０１１年(H２３） １７人 ２０１３年(H２５） １８人 ２０１５年(H２７） １８人

２０１１．２．１～２０１３．１．３１ ２０１３．２．１～２０１５．１．３１ ２０１５．２．１～２０１７．３．３１

◎登野原 武 元竹富町教育委員会教育長 ◎登野原 武 元竹富町教育委員会教育長 ◎石垣 久雄 石垣市文化協会会長

〇西里 喜行 琉球大学名誉教授 ～２０１３．３．３１ 〇里井 洋一 琉球大学教授

阿佐伊孫良 竹富町老人クラブ連合会会長 〇西里 喜行 琉球大学名誉教授 新本 光孝 琉球大学名誉教授

新本 光孝 琉球大学名誉教授 阿佐伊孫良 竹富町老人クラブ連合会会長 石垣 金星 西表をほりおこす会会長

石垣 金星 西表をほりおこす会会長 ～２０１４．９ 上江洲儀正 南山舎株式会社代表取締役社長

石垣 久雄 石垣市文化協会副会長 ☆安里 精善 南城市文化協会会

長

☆大浜 修 新城民俗芸能保存会会長

上江洲儀正 ㈱南山舎代表取締役社長 新本 光孝 琉球大学名誉教授 黒島 精耕 元竹富町教育委員会教育長

大城 肇 琉球大学副学長 石垣 金星 西表をほりおこす会会長 玉城 功一 元八重山商工高校教諭

黒島 精耕 元竹富町教育委員会教育長 石垣 久雄 石垣市文化協会副会長 ☆通事 孝作 元竹富町史編集係係長

里井 洋一 琉球大学教育学部教授 ２０１３．４．１～（委員長） 西里 喜行 琉球大学名誉教授

玉城 功一 元八重山商工高校教諭 上江洲儀正 ㈱南山舎代表取締役社長 玻座真 武 黒島伝統民俗芸能保存会会長

當山 善堂 元八重山支庁長 大城 肇 琉球大学副学長 花井 正光 琉球大学教授

玻座真 武 元白保中学校教諭 黒島 精耕 元竹富町教育委員会教育長 本田 昭正 元那覇高校教諭

花井 正光 琉球大学教授 里井 洋一 琉球大学教育学部教授 吉川 安一 公立学校法人名桜大学名誉教授

本田 昭正 元那覇高校教諭 玉城 功一 元八重山商工高校教諭 大城 肇 琉球大学副学長

三木 健 元琉球新報社副社長 玻座真 武 元白保中学校教諭 ☆狩俣 恵一 沖縄国際大学副学長

吉川 安一 名桜大学国際学部教授 ☆鳩間 真英 元黒島小中学校校長 補充２０１５．９

花井 正光 琉球大学教授 鳩間 真英 元黒島小中学校校長

本田 昭正 元那覇高校教諭 三木 健 前琉球新報社副社長

三木 健 元琉球新報社副社長

吉川 安一 名桜大学国際学部教授
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２０１６年(H２８） １８人 ２０１７年(H２９） １９人 ２０１９年(H３１） １７人

２０１６．１２．２～２０１８．１２．１ ２０１７．２．１～２０１８．１２．１ ２０１９．１．４～２０２１．１２．２８

◎石垣 久雄 石垣市文化協会会長 ◎石垣 久雄 石垣市文化協会会長 ◎石垣 久雄 石垣市文化協会会長

〇里井 洋一 琉球大学教授 〇里井 洋一 琉球大学教授 〇里井 洋一 琉球大学教授

新本 光孝 琉球大学名誉教授 新本 光孝 琉球大学名誉教授 新本 光孝 琉球大学名誉教授

石垣 金星 西表をほりおこす会会長 石垣 金星 西表をほりおこす会会長 石垣 金星 西表をほりおこす会会長

上江洲儀正 南山舎株式会社代表取締役社長 西表 隆夫 元黒島郷友会会長 西表 隆夫 前石垣黒島郷友会会長

大浜 修 新城民俗芸能保存会会長 上江洲儀正 南山舎株式会社代表取締役社長 上江洲儀正 南山舎株式会社代表取締役社長

黒島 精耕 元竹富町教育委員会教育長 大城 肇 琉球大学学長 大城 肇 琉球大学学長

玉城 功一 元八重山商工高校教諭 大浜 修 新城民俗芸能保存会会長 大浜 修 新城民俗芸能保存会会長

通事 孝作 元竹富町史編集係係長 黒島 精耕 元竹富町教育委員会教育長 狩俣 恵一 沖縄国際大学特任教授

西里 喜行 琉球大学名誉教授 ～２０１８．５．３１ ☆島村 賢正 元高等学校校長

☆西表 隆夫 元黒島郷友会会長 玉城 功一 元八重山商工高校教諭 通事 孝作 元竹富町史編集係係長

花井 正光 琉球大学教授 通事 孝作 元竹富町史編集係係長 西里 喜行 琉球大学名誉教授

本田 昭正 元那覇高校教諭 西里 喜行 琉球大学名誉教授 鳩間 真英 元黒島小中学校校長

吉川 安一 公立学校法人名桜大学名誉教授 鳩間 真英 元黒島小中学校校長 花井 正光 元琉球大学教授

大城 肇 琉球大学副学長 花井 正光 元琉球大学教授 花城 正美 小浜公民館長

狩俣 恵一 沖縄国際大学特任教授 本田 昭正 元那覇高校教諭 三木 健 前琉球新報社副社長

鳩間 真英 元黒島小中学校校長 三木 健 前琉球新報社副社長 吉川 安一 公立学校法人名桜大学名誉教授

三木 健 前琉球新報社副社長 吉川 安一 公立学校法人名桜大学名誉教授

狩俣 恵一 沖縄国際大学特任教授

☆花城 正美 補充２０１８．７．１３～

２０２２年(R４） １７人 ２０２４年(R６） １５人 島じま編』 各専門部会員

※各巻奥付より

第二巻 竹富島編 ２０１１年(H２３）発刊

石垣久雄・西里喜行・阿佐伊孫良

狩俣恵一

第三巻 小浜島編 ２０１１年(H２３）発刊

新本光孝・黒島精耕・慶田城久

花城正美

第四巻 黒島編 未完

那根真・西表隆夫

第五巻 新城島編 ２０１３年(H２５）発刊

登野原武・上江洲義正・安里精善

野底宗吉・安里碩八・安里功

第六巻 鳩間島編 ２０１５年(H２７）発刊

吉川安一・加治工真一・島袋憲一

吉川英治・大城 肇

第七巻 波照間島編 ２０１８年(H３０）発刊

玉城功一・大泊孝・島村賢正

通事孝作・仲底善章・西前津松市

東迎一博・本田昭正

第八巻 西表島編

〈上巻〉２０２５年(R７）発刊

里井洋一・池田克史・大浜修

波照間永吉・花井正光・三木健

２０２２．１．４～２０２３．１２．２８（２０２４．３．３１） ２０２４．４．１～２０２６．３．３１

◎石垣 久雄 石垣市文化協会元会長 ◎石垣 久雄 石垣市文化協会元会長

〇里井 洋一 琉球大学名誉教授 〇里井 洋一 沖縄県立博物館・美術館館長

新本 光孝 琉球大学名誉教授 新本 光孝 琉球大学名誉教授

☆池田 克史 船浮公民館長 池田 克史 観光業

石垣 金星 西表をほりおこす会会長 西表 隆夫 前石垣在黒島郷友会会長

（２０２２．６．３０逝去） 上江洲儀正 南山舎㈱代表取締役社長

西表 隆夫 前石垣在黒島郷友会会長 大城 肇 元琉球大学学長

上江洲儀正 南山舎㈱代表取締役社長 大浜 修 新城民俗芸能保存会会長

大城 肇 元琉球大学学長 狩俣 恵一 沖縄国際大学名誉教授

大浜 修 新城民俗芸能保存会会長 島村 賢正 元高等学校校長

狩俣 恵一 沖縄国際大学名誉教授 通事 孝作 元竹富町史編集係係長

島村 賢正 元高等学校校長 那根 真 畜産業

通事 孝作 元竹富町史編集係係長 花城 正美 元小中学校校長

西里 喜行 琉球大学名誉教授 三木 健 ジャーナリスト

（２０２４．２．２逝去） 吉川 英治 元八重山高等学校校長

花城 正美 元小中学校校長

三木 健 前琉球新報副社長

☆吉川英治 元八重山高等学校校長

☆那根 真 補充２０２３．２．１～
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竹富町史編集委員個人別任期 ５０音順 『竹富町史編集委員歴代名簿』をもとに作成

委 員 氏 名 任 期 委任期間中の主な肩書

阿佐伊 孫 良 １９８９．２．２～２０１４．９ 東京中央郵便局／銀座郵便局職員／沖縄ツーリスト石垣支店長／竹富

公民館長／NPOたきどぅん事務局長／竹富町老人クラブ連合会会長

安 里 精 善 ２０１３．２．１～２０１５．１．３１ 南城市文化協会会長

安 里 碩 八 １９８９．２．２～２００３．１．３１ 竹富町役場／竹富町史編集室室長

新 本 光 孝 １９８９．２．２～ 琉球大学農学部

池 城 安 伸 １９８９．２．２～１９９３

補充１９９８．２．１～２００５．１．３

石垣第二中学校

元登野城小学校校長

池 田 克 史 ２０２２．１．４～ 船浮公民館長／観光業

石 垣 金 星 補充１９９８．２．１～２００３．１．３１

２００５．２．１～２０２２．６．３０（逝去）

元竹富町教育委員

西表をほりおこす会会長

石 垣 久 雄 １９８９．２．２～ 八重山高等学校／泊高校（通信制課程）／泊高校校長／八重山高校校

長／元八重山高校校長／石垣市文化協会事務局長／石垣市文化協会副

会長／石垣市文化協会会長／石垣市文化協会元会長

石 島 英 １９８９．２．２～１９９３ 琉球大学短期大学

西 表 隆 夫 ２０１６．１２．２～２０２６．３．３１ 元黒島郷友会会長

上江洲 儀 正 １９８９．２．２～ 南山舎㈱代表取締役社長

大 城 肇 ２００９．２．１～ 琉球大学副学長／琉球大学学長／琉球大学元学長／沖縄県副知事

大 城 學 １９８９．２．２～１９９７ 沖縄県立博物館／沖縄県教育庁文化課

大 仲 康 文 補充１９９８．２．１～２００１．１．３１ 竹富町教育長

大 浜 修 ２０１５．２．１～ 新城民俗芸能保存会会長

加治工 真 市 １９８９．２．２～２００７．１．３１ 沖縄県立芸術大学教授

狩 俣 恵 一 補充２０１５．９～ 沖縄国際大学副学長／沖縄国際大学特任教授／沖縄国際大学名誉教授

黒 島 精 耕 １９８９．２．２～２０１８．５．３１
伊原間中学校／石垣中学校校長／竹富町教育長／元竹富町教育長

小 濱 光次郎 １９９７．２．１～２００３．１．３１ 元泊高校校長

里 井 洋 一 補充１９９８．２．１～ 琉球大学助教授／琉球大学教育学部教授／琉球大学教授／琉球大学名
誉教授／沖縄県立博物館・美術館館長

篠 原 武 夫 １９８９．２．２～２００７．１．３１ 琉球大学農学部教授

島 村 賢 正 ２０１９．１．４～ 元高等学校校長

玉 城 功 一 １９８９．２．２～２０１８．１２．１ 八重山商工高等学校教諭／元八重山商工高等学校教諭

通 事 孝 作 ２０１５．２．１～ 元竹富町史編集係係長

當 山 哲 男 １９８９．２．２～１９９９．１．３１ 元竹富町企画課長

當 山 善 堂 １９９９．２．１～２０１３．３．３１ 県企画開発部参事監／県漁業信用基金協会理事長／元八重山支庁長

登野原 武 １９８９．２．２～２０１３．３．３１ 竹富町教育委員会／竹富町教育委員会元教育長

那 根 真 補充２０２３．２．１～ 畜産業

西 里 喜 行 １９８９．２．２～２０２４．２．２（逝去） 琉球大学教育学部／琉球大学名誉教授

西 島 信 昇 １９８９．２．２～２００１．１．３１ 琉球大学理学部教授／琉球大学名誉教授

玻座真 武 ２００３．２．１～２０１７．１．３１ 元白保中学校教諭／黒島伝統民俗芸能保存会会長

鳩 間 真 英 ２０１３．２．１～２０２１．１２．２８ 元黒島小中学校校長

花 井 正 光 ２００９．２．１～２０２１．１２．２８ 琉球大学教授／元琉球大学教授

花 城 正 美 補充２０１８．７．１３～ 小浜公民館長／元小中学校校長

本 田 昭 正 ２００３．２．１～２０１８．１２．１ 元那覇高校教諭

三 木 健 １９８９．２．２～２０２６．３．３１ 琉球新報編集局／琉球新報専務／琉球新報常務取締役／元琉球新報副

社長／ジャーナリスト

本 成 善 康 １９８９．２．２～２００５．１．３１ 元八重山教育事務所長

本 原 孫 宗 ２００５．２．１～２００７．１．３１ 元石垣市消防長

山 盛 直 １９８９．２．２～２００３．１．３１ 琉球大学農学部／琉球大学教授／琉球大学名誉教授

吉 川 英 治 ２０２２．１．４～２０２６．３．３１ 元八重山高等学校校長

吉 川 安 一 ２００３．２．１～２０２１．１２．２８ 元県立図書館長／名桜大学国際学部教授／名桜大学名誉教授
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歴代職員、嘱託員、臨時職員、会計年度任用職員

作成／米盛恭子

■室長

安 里 碩 八 １９９０．５．２１ ～２００２．３．３１

銘 里 君 夫 ２００２．５．１ ～２００３．４．３０

古 堅 廉太郎 ２００３．０５．０１～２００５．０３．３１

玉代勢 泰 寛 ２００５．４．１ ～２００６．３．３１

■主査

生 盛 大 和 １９９３．５．１～１９９６．４．３０

米 盛 恭 子 ２０２０．４．１～２０２６．３．３１

■主事

新 盛 勝 一 １９９１．４．１～１９９３．４．３０

通 事 孝 作 １９９６．５．１～２００４．６．３０

飯 田 泰 彦 ２００９．４．１～２０１７．３．３１

新 盛 基 史 ２０１６．４．１～２０１７．３．３１

■主任

通 事 孝 作 ２００４．７．１～２００５．３．３１

■係長

島 仲 八十代 ２００５．４．１～２００６．３．３１

通 事 孝 作 ２００５．４．１～２０１３．３．３１ 退職

飯 田 泰 彦 ２０１７．４．１～現在

■嘱託員

登野原 五 月 １９９０．１０．１５～１９９２．３．３１

通 事 孝 作 １９９１．５．１０ ～１９９６．４．３０

宮 良 はるみ １９９２．８．７ ～１９９３．３．３１

■臨時職員

新 盛 勝 一 １９９０．８．１７～１９９１．３．３１

新 本 良 明 １９９３．４．５ ～１９９６．４．３０

小 浜 啓 由 １９９６．５．８ ～２００１．３．３１

平 良 みゆき １９９６．７．１８～１９９８．５．３０

新 城 たか子 １９９８．６．１２～２０００．３．７

安 里 正 史 ２００１．５．７ ～２００４．３．３１

本 盛 かおり ２００４．４．５ ～２００４．１２．２８

金 城 誠 勇 ２００５．１．４ ～２００５．２．２８

飯 田 泰 彦 ２００８．２ ～２００９．３．３１

■賃金職員

上 地 みどり ２０１０．４． ～２０２０．３．３１

田 邊 俊 介 ２０１７． ～２０１９．３．３１

大 浜 るみ江 ２０１９． ～２０２０．３．３１

■会計年度任用職員

新 城 良 乃 ２０２０．４．１～２０２３．３．３１

野 田 有 ２０２３．４．１～２０２４．３．３１

大 田 将 之 ２０２４．４．１～２０２５．７．３１

上 原 美 紀 ２０２５．１０．１～２０２６．３．３１
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２０２５年度 寄贈図書一覧

書誌 （書名、発行所、発行年） 編 著 者 寄 贈 者 受 入 日

『沖縄県平和祈念資料館年報』〈第２４号〉（沖

縄県平和資料館、２０２５年）
沖縄県平和祈念資料館 沖縄県平和祈念資料館 ２０２５年３月１２日

『沖縄県平和祈念資料館だより』〈第４７号〉（沖

縄県平和資料館、２０２５年）
沖縄県平和祈念資料館 沖縄県平和祈念資料館 ２０２５年３月１２日

『南島文化研究所所報』〈第６９号〉（沖縄国際

大学南島文化研究所、２０２５年）
沖縄国際大学南島文化研究所

沖縄国際大学南島文化

研究所
２０２５年３月２１日

『南島文化研』〈第４７号〉（沖縄国際大学南島

文化研究所、２０２５年）
沖縄国際大学南島文化研究所

沖縄国際大学南島文化

研究所
２０２５年３月２１日

『ウミショウブの観察』（高相徳次郎・木本

行俊、２０２５年）
高相徳次郎 高相徳次郎 ２０２５年３月２５日

『法政大学沖縄文化研究所所報』〈第９５号〉（法

政大学沖縄文化研究所、２０２５年）
法政大学沖縄文化研究所

法政大学沖縄文化研究

所
２０２５年４月１１日

『沖縄文化研究』〈第５２号〉（法政大学沖縄文

化研究所、２０２５年）
法政大学沖縄文化研究所

法政大学沖縄文化研究

所
２０２５年４月１４日

『琉球の方言』〈第４８号〉（法政大学沖縄文化

研究所、２０２５年）
法政大学沖縄文化研究所

法政大学沖縄文化研究

所
２０２５年４月１４日

『沖縄研究資料』〈第３３号〉（法政大学沖縄文

化研究所、２０２５年）
法政大学沖縄文化研究所

法政大学沖縄文化研究

所
２０２５年４月１４日

『沖縄研究資料』〈第３４号〉（法政大学沖縄文

化研究所、２０２５年）
法政大学沖縄文化研究所

法政大学沖縄文化研究

所
２０２５年４月１４日

『沖縄県図書館協会誌』〈第２８号〉（沖縄県図

書館協会、２０２５年）
沖縄県図書館協会 沖縄県図書館協会 ２０２５年４月１４日

『石垣市文化財調査報告書第４５号 屋良部沖

海底遺跡ー浮桟橋（ポンツーン）設置に伴う

海底遺跡範囲確認調査ー』（石垣市教育委員

会，２０２４年）

石垣市教育委員会文化財課
石垣市教育委員会

教育長 崎山晃
２０２５年４月

『生り島への想い 竹富島の祭祀行事』（発

行 南山舎、２０２５）
入里照男 入里照男 ２０２５年５月９日

『与那原町史図説編 与那原 民俗・芸能』

（与那原町教育委員会、２０２５年）
与那原町史編集委員会 与那原町教育委員会 ２５年６月３日

『竹富町立大原小学校創立８０周年記念誌 輝

け！大原っ子！』（大原小学校創立８０周年記

念事業実行委員会、２０２５年）

大原小学校創立８０周年記念記

念誌委員会

大原小学校創立８０周年

記念記念誌委員会
２０２５年６月４日

『遥かな山原 琉球新報「金口木舌」から』

（あけぼの出版、２０２５年）
慶田城健仁 三木 健 ２０２５年６月９日
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書誌 （書名、発行所、発行年） 編 著 者 寄 贈 者 受 入 日

『原田禹雄先生追悼録』（榕樹書林、２０２５年） 榕樹書林 榕樹書林 ２０２５年６月１２日

『環太平洋地域文化研究』〈№６〉（公立大学

法人 名桜大学、２０２５年）
環太平洋地域文化研究所

名桜大学環太平洋地域

文化研究所
２０２５年７月１日

『八重山の１９４５年』（株式会社 みすず書房、

２０２５年）
大田静男 大田静男 ２０２５年７月２０日

『沖縄県史 ビジュアル版１４ 沖縄戦』（沖

縄県教育委員会、２０２５年）

沖縄県教育庁文化財課 史料

編集班

（沖縄県公文書館内）
沖縄県教育庁文化財課
史料編集班

２０２５年８月５日

『沖縄史料編集紀要』〈第４８号〉（沖縄県教育

委員会、２０２５年）

沖縄県教育庁文化財課 史料

編集班

（沖縄県公文書館内）
沖縄県教育庁文化財課
史料編集班

２０２５年８月５日

『沖縄県史だより』〈第３４号〉（沖縄県教育庁

文化財課 史料編集班、２０２５年）

沖縄県教育庁文化財課 史料

編集班

（沖縄県公文書館内）
沖縄県教育庁文化財課
史料編集班

２０２５年８月５日

『那覇市歴史博物館紀要』〈第２号〉（那覇市

市民文化部文化財課歴史博物館グループ、２０

２５年）

那覇市市民文化部文化財課歴

史博物館グループ

那覇市歴史博物館

館長 仲村 仁
２０２５年８月５日

『蔡大鼎漢詩精選集漏刻楼集・欽思堂詩文

集』（うるま市教育委員会、２０１５年）

うるま市立図書館市史編さん

係

うるま市教育委員会 文

化財課 市史編さん係
２０２５年８月５日

『蔡大鼎『伊計村遊草』等調査研究事業研究

成果報告書』（うるま市教育委員会、２０１５年）

うるま市立図書館市史編さん

係

うるま市教育委員会 文

化財課 市史編さん係
２０２５年８月５日

『「伊計村遊草」訳注解説』（うるま市教育委

員会、２０１４年）

うるま市立図書館市史編さん

係

うるま市教育委員会 文

化財課 市史編さん係
２０２５年８月５日

『『伊計村遊草』漢詩書道展～蔡大鼎（伊計

親雲上）が見たうるまの風景～』（うるま市

教育委員会、２０１６年）

うるま市立図書館市史編さん

係

うるま市教育委員会

文化財課 市史編さん

係

２０２５年８月５日

『うるま漢詩ロード散策』〈№１〉（うるま市

立中央図書館市史編さん室）

うるま市立中央図書館市史編

さん室

うるま市教育委員会 文

化財課 市史編さん係
２０２５年８月５日

『うるま漢詩ロード散策』〈№２〉（うるま市

立中央図書館市史編さん室）

うるま市立中央図書館市史編

さん室

うるま市教育委員会 文

化財課 市史編さん係
２０２５年８月５日

『うるま漢詩ロード散策』〈№３〉（うるま市

立中央図書館市史編さん室）

うるま市立中央図書館市史編

さん室

うるま市教育委員会 文

化財課 市史編さん係
２０２５年８月５日

うるま漢詩ロード散策』〈№４〉（うるま市立

中央図書館市史編さん室）

うるま市立中央図書館市史編

さん室

うるま市教育委員会 文

化財課 市史編さん係
２０２５年８月５日

『うるま漢詩ロード散策』〈№５〉（うるま市

立中央図書館市史編さん室）

うるま市立中央図書館市史編

さん室

うるま市教育委員会 文

化財課 市史編さん係
２０２５年８月５日

『石垣市立八重山博物館紀要』〈第２９号〉（２０２５、

石垣市立八重山博物館）
石垣市立八重山博物館 石垣市立八重山博物館長 ２０２５年８月２１日
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書誌 （書名、発行所、発行年） 編 著 者 寄 贈 者 受 入 日

『海・山・里を繋ぐ八重山の水の文化誌資料

集』（２０２２年）
総企画 李春子 花城正美 ２０２５年８月２６日

『知床博物館研究報告』〈第４７集〉（斜里町立

知床博物館、２０２５年）
斜里町立知床博物館

斜里町立知床博物館

館長 佐々木剛志
２０２５年８月２６日

『知床博物館第４３回特別展 大標本展～標本

たちの物語をたどる～』（斜里町立知床博物

館、２０２４年）

斜里町立知床博物館
斜里町立知床博物館

館長 佐々木剛志
２０２５年８月２６日

『LINKAGEブックレットシリーズ島と学ぶ

０２ 生きる力を育むー八重山の学校の田んぼ

（総合学習・稲作体験学習）』（総合地球環境

学研究所 LINKAGEプロジェクト、２０２５年）

総企画・作成 李春子 李 春子 ２０２５年９月２５日

『友利哲雄竹富町長のこよみ』 根原 健 ２０２５年９月１日

『昭和６２年度版町勢要覧』（竹富町役場） 竹富町企画課 根原 健 ２０２５年９月１日

『昭和６０年度版町勢要覧』（竹富町役場） 竹富町企画課 根原 健 ２０２５年９月１日

『昭和５８年度版町勢要覧』（竹富町役場） 竹富町企画課 根原 健 ２０２５年９月１日

『昭和５６年度竹富町勢要覧』（竹富町役場） 竹富町企画課 根原 健 ２０２５年９月１日

『平成２７年度版竹富町勢要覧』（竹富町） 竹富町総務課 根原 健 ２０２５年９月１日

『平成２１年度版竹富町勢要覧』（竹富町） 竹富町総務課 根原 健 ２０２５年９月１日

『平成１４年度版竹富町勢要覧』（竹富町） 竹富町企画課 根原 健 ２０２５年９月１日

『竹富町長あいさつ文集』（竹富町企画課） 根原 健 ２０２５年９月１日

『竹富町長あいさつ文集』〈第２集〉（竹富町

企画課）
根原 健 ２０２５年９月１日

『平成２５年竹富町青年議会会議録』（竹富町） 根原 健 ２０２５年９月１日

『平成２０年竹富町町制施行６０周年記念竹富町

子ども議会会議録』（竹富町教育委員会）
根原 健 ２０２５年９月１日

『「あんとぅり」の碑 建立記念誌』（うるち

会、２０１０年１月３１日）
上地あさな ２０２５年９月１０日

『広報たけとみちょう』〈第１０６号〉（昭和５９

年１２月２１日（金）、竹富町企画課）～『広報

たけとみちょう第２００１年』〈２６０号〉

竹富町企画課 根原 健 ２０２５年９月１日

『大富入植７０周年記念誌和衷協力ー紡ぐ世代

と融合ー』（大富入植７０周年記念事業期成会、

２０２３年）

大富入植７０周年記念誌編集

委員会
大嶺 誠 ２０２５年１０月７日
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書誌 （書名、発行所、発行年） 編 著 者 寄 贈 者 受 入 日

『ふがぬとぅ―与那国島の済州島漂流民伝

承』（大学共同利用機関法人 人間文化研究

機構 総合地球環境学研究所 LINKAGEプ

ロジェクト）２０２５年）

著者／和歌嵐香 Ｎ子（わか

らんこ・えぬこ）、編者／安

渓貴子・安渓遊地

総合地球環境学研究所 ２０２５年１０月２日

『ぬてぃぬかーらどぅなん いのち湧く島・

与那国』（大学共同利用機関法人 人間文化

研究機構 総合地球環境学研究所(LINKAGE

プロジェクト）２０２３年）

著者／和歌嵐香 Ｎ子（わか

らんこ・えぬこ）、編者／安

渓遊地、安渓貴子、渡久地健

総合地球環境学研究所 ２０２５年１０月２日

『神々への祈り』（映像データー） 波照間 純一 ２０２５年１０月８日

『祭り＆海 昔の沖縄八重山』（映像データー） 波照間 純一 ２０２５年１０月８日

『ムシャーマ 美しい日本の海と島々』

（映像データー）
波照間 純一 ２０２５年１０月８日

『ムシャーマ他 海』（映像データー） 波照間 純一 ２０２５年１０月８日

『ムシャーマ＆土人＆他』（映像データー） 波照間 純一 ２０２５年１０月８日

『感想文集 ひめゆり』〈第３６号〉（公益財団

法人 沖縄県女師・一高女ひめゆり平和祈念

財団立 ひめゆり平和祈念資料館、２０２５年）

尾鍋拓美・仲田晃子
ひめゆり平和祈念資料

館
２０２５年１１月６日

『年報』〈第３６号〉（公益財団法人 沖縄県女

師・一高女ひめゆり平和祈念財団ひめゆり平

和祈念資料館、２０２５年）

公益財団法人 沖縄県女師・

一高女ひめゆり平和祈念財団

ひめゆり平和祈念資料館

ひめゆり平和祈念資料

館
２０２５年１１月６日

『ひめゆり平和祈念資料館 資料館だより』

〈第７４号〉（公益財団法人 沖縄県女師・一

高女ひめゆり平和祈念財団立 ひめゆり平和

祈念資料館、２０２４年）

公益財団法人 沖縄県女師・

一高女ひめゆり平和祈念財団

立 ひめゆり平和祈念資料館

ひめゆり平和祈念資料

館
２０２５年１１月６日

『ひめゆり平和祈念資料館 資料館だより』

〈第７５号〉（公益財団法人 沖縄県女師・一

高女ひめゆり平和祈念財団立 ひめゆり平和

祈念資料館、２０２５年）

公益財団法人 沖縄県女師・

一高女ひめゆり平和祈念財団

立 ひめゆり平和祈念資料館

ひめゆり平和祈念資料

館
２０２５年１１月６日

『令和６年度 沖縄語（しまくとぅば）保存

継承事業報告書』（読谷村教育委員会 文化

振興課、２０２５年）

読谷村教育委員会 文化振興

課 読谷村史編集室
読谷村長 石嶺 傳實 ２０２５年１１月５日

『第３７回読谷村平和創造展 「『基地の村』

読谷 米軍統治の始まり」展示資料集』（読

谷村教育委員会 文化振興課、２０２５年）

読谷村教育委員会 文化振興

課 読谷村史編集室
読谷村長 石嶺 傳實 ２０２５年１１月５日

『読谷村のしまくとぅば展〔衣食住〕展示資

料集』（読谷村教育委員会 文化振興課、２０２

５年）

読谷村教育委員会 文化振興

課 読谷村史編集室
読谷村長 石嶺 傳實 ２０２５年１１月５日
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書誌 （書名、発行所、発行年） 編 著 者 寄 贈 者 受 入 日

『かわとはきもの №２０４』（東京都立皮革技

術センター台東支所、２０２３年）～『かわとは

きもの №２１３』

東京都立皮革技術センター台

東支所
鈴木 絵美留 ２０２５年１１月１４日

『小学校社会科３・４年 副読本 結びあう

しま島』（１９８９年初版発行、２０１３年改訂版発

行、竹富町教育委員会）

竹富町教育委員会 ２０２５年１１月１８日

『越城節歌碑建立落成記念誌』（越城節歌碑

建立事業実行委員会、２０２５年）
プリント５３６ 本底 薫 大浜 修 ２０２５年１１月１９日

『竹富町公民館連絡協議会創立５０周年記念誌

足跡（パンヌアトゥ）』（竹富町公民館連絡

協議会、２０２４年）

記念誌編集委員会

（編集長・花城正美）
公民館連絡協議会 ２０２５年１１月２６日

『図書目録 Best Selection ２０２５』（南方新

社、２０２５年）
南方新社 飯田 泰彦 ２０２５年１１月２６日

『みぢかないきものたちの いのちのデザイ

ン』(NPO法人 森の学校、２０２３年）
佐伯 剛正 佐伯 剛正 ２０２５年１２月１日

『西表島 野生の中に暮らしがある』(NPO

法人 森の学校、２０２５年）
佐伯 剛正 佐伯 剛正 ２０２５年１２月１日

『竹富町公民館連絡協議会創立十五周年記念

誌』（竹富町公民館連絡協議会、１９８７年）
池田 豊吉 花城正美 ２０２５年１２月５日

『重要文化財旧与那国家住宅附とーら修理工

事報告書』（竹富町教育委員会、２０２２年）
OFFICE 萬瑠夢 村田信夫 社会文化課文化財係 ２０２５年１２月８日

『製品工法ガイド２０２４ー２０２５沖縄版』（株式

会社沖縄建設新聞、２０２４年）

大濱きよみ、宜保直也、林秀

美、福田祐子
社会文化課文化財係 ２０２５年１２月８日

『竹富島の集落と民家 竹富島伝統的建造物

群保存地区保存計画見直し調査報告書』（沖

縄県八重山郡竹富町教育委員会、２０００年）

九州芸術工科大学 社会文化課文化財係 ２０２５年１２月８日

『一般財団法人沖縄美ら島財団 企画展 沖

縄の染と織の至宝ー桃原用昇コレクショ

ンー』（一般財団法人沖縄美ら島財団 総合

研究所 琉球文化財研究室、２０２３年）

一般財団法人沖縄美ら島財団

総合研究所 琉球文化財研究

室

社会文化課文化財係 ２０２５年１２月８日

『登録有形文化財（建造物）なごみの塔修理

工事報告書』（竹富町、２０２４年）

OFFICE 萬瑠夢代表 村田

信夫
社会文化課文化財係 ２０２５年１２月８日

『伝統的建造物群保存地区 歴史の町並 令

和７年度（２０２５）版』（全国伝統的建造物群

保存地区協議会、２０２５年）

全国伝統的建造物群保存地区

協議会
社会文化課文化財係 ２０２５年１２月８日
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（上原美紀）

書誌 （書名、発行所、発行年） 編 著 者 寄 贈 者 受 入 日

『篠原武夫氏手紙の写し・篠原武夫氏提供資

料(CD-R １部）国立公文書館HP内 Q&A

写し（八重山平和祈念館学芸員メモ書きあ

り）』

篠原武夫 八重山平和祈念館 ２０２５年１２月１０日

『岐阜県安八町観光ガイドブック』・その他

資料（安八町、２０２４年）
安八町役場

岐阜県安八町

岡田 立町長
２０２５年１２月１７日

『史料 近代沖縄教育史ー喜舎場英勝の生き

た世界』（不二出版 株式会社、２０２５年）

藤澤健一・近藤健一郎・萩原

真美
藤澤健一 ２０２５年１２月２２日

『嘉保根御嶽改築 記念誌』（２０２５年） 嘉保根御嶽改築期成会 嘉保根御嶽改築期成会 ２０２５年１２月２５日

『小浜公民館創立三十周年記念誌』（小浜公

民館、１９８８年）
記念誌編集委員会 花城正美 ２０２５年１２月

『２０２５年度 沖縄タイムス学術・出版三賞贈

呈式・祝賀会』〈パンフレット〉（沖縄タイム

ス社・２０２６年）

沖縄タイムス社 石垣久雄 ２０２６年２月６日

『沖縄民謡採譜集 Ⅲ 八重山』（東京芸術

大学民族音楽ゼミナール、１９８１年）
東京芸術大学民族音楽ゼミ

ナール
社会文化課文化財係 ２０２６年２月１８日

『八重山芸能と私たち』（創立２０周年記念誌

編集委員会、１９８６年）
創立２０周年記念誌編集委員会

（代表者 山里純一）
社会文化課文化財係 ２０２６年２月１８日
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購入図書一覧購入図書一覧

（上原美紀）

書 名 著者·編者 出 版 者

１ 八重山のアイナーと宮古のアンナ 台湾諸語等との関係を探る 津波高志 七月社

２ 沖縄県から琉球へ よくわかる沖縄の歴史 来間泰男 日本経済評論社

３ 沖縄からの縄文の声 宮城えみこ対談・証言集 宮城えみこ コールサック社

４ 新編琉球の人文 柳 宗悦 春秋社

５ 柳田国男と琉球 『海南小記』をよむ 酒井卯作 森話社

６ 「手仕事」ルネサンス 土から衣まで 石垣昭子・三砂ちづる 藤原書店

７
西表島・紅露（くーる）工房シンフォニー 自然共生型暮らし・

文化再生の先行モデル
石垣昭子・山本眞人 地湧社８

８ 美ら島の生物ウォッチング１００ 土屋 誠 東海大学出版会

９ 南島旅行見聞記 柳田国男・酒井卯作 森話社

１０ 沖縄の地域文化を訪ねる 波照間島から伊是名島まで 今林直樹 コールサック社

１１ 沖縄戦場定点写真集 水ノ江拓治 パブリブ

１２
ハジチ 蝶人へのメタモルフォーゼ Japonesian Ryukyu Tribal

Tattoo
喜山荘一 南方新社

１３ 泡盛天使の酒造所めぐり 琉球新報社

１４ 沖縄の本屋さんとおすすめ本ガイドブック 室井昌也 論創社

１５ 復帰後世代に伝えたい「アメリカ世」に沖縄が経験したこと 池間一武 琉球プロジェクト

１６ 復帰前へようこそ おきなわ懐かし写真館 海野文彦 ゆうな社

１７ えらぶよろん民謡辞典 復刻 琉球弧文化芸能シリーズ １ 久保けんお 南方新社

１８ 琉球植物民俗事典 聞き書き琉球列島の植物利用 盛口 満 八坂書房

１９ 混効験集・南島八重垣 翻刻 復刻 琉球文学大系１９
名桜大学琉球文学大

原編集刊行委員会
ゆまに書房

２０ 島の民具 富本 衛 南山舎

２１ 精霊の宿る川 笠井雅夫 南山舎

２２ 琉球弧の入墨針突 復刻 鹿児島県立大島中学校 南方新社

２３
響きあう島々 世界遺産奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表

島写真集

沖縄タイムス社・南

海日日新聞社・八重

山毎日新聞社

沖縄タイムス社

２４
マングローブ生態系探検図鑑 日本にもある！亜熱帯のふしぎな

森をさぐる
馬場繁幸 偕成社

２５ 琉球動物民俗事典 聞き書き琉球列島の動物利用 盛口 満 八坂書房
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アウエハント＝静子 presents 第６弾！

ウウリリィィズズンンのの記記憶憶 １１９９６６５５

コルネリウス＝アウエハント氏 ＆ 静子さん

１９６５年旧暦３月３日 サニチィ〈大泊浜〉

―波照間島調査 第１期フィールドワーク初日―

波照間島調査の第一歩の象徴的な風景として焼きついているからでしょうか、今でも静子さんは、島中

がなごやかな雰囲気に包まれた光景を、昨日のように語ります。

アウエハント氏と静子さんは、この浜下りの日から９カ月間、大泊家の一番座の裏表を借り、年中行事を中

心に調査研究を進めました。

Shoei Powers「アウエハント夫婦の歩み」（『１９６５年の波照間島』）
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サニチィムチィ（ヨモギ餅）を作る！
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竹 富 町 史 だ よ り

編編 集集 後後 記記
『竹富町史だより』〈第５８号〉をお届けします。本号は、町史編集係をめぐる、２０２５年度の活動報告を中心

とした内容になっています。

まず、表紙の写真に続き、今回初の取り組みとなった西表島と与那国島の芸能交流会の様子を眞謝マリナ氏

に寄稿いただきました。出身地である与那国島と嫁ぎ先の西表島の文化や芸能の違いや豊かさを実感し交流会
ニシドマリ

を企画実現したといいます。かつて琉球王国時代には、与那国船が停泊し、公用船の指定港であった祖納北泊

港は、現在でも通称「ユヌンフチ（与那国口）」と呼ばれています。この地名から、両島の歴史的な交流が読

み取れます。加えて、今回の交流で公演した各演目についての解説や歌詞、写真をまとめて掲載できたことも

成果の一つだといえるでしょう。

また、「竹富町における公民館の〈足跡〉と連絡協議会の役割」を熊本大学の山城千秋氏に寄稿いただきま
パンヌアトゥ

した。山城氏は、竹富町の公民館と公民館連絡協議会の役割について、『創立５０周年記念誌 足跡』発刊を機

にまとめてくださいましたが、中でも、米軍統治下に高等弁務官資金の援助を受けて建設された公民館に竹富・

船浦・中野公民館などがあり、「この事実は、一般には十分に認知されていない（中略）未来に向けてその建

設経緯や利用の実態を含めた調査と記録を今後進めていく必要がある」と記述しています。このことは、かつ

て船浦公民館の建設に携わった故・渡真利弘さんが「英語もわからないのにアメリカさんと一緒に石垣島から

セメントや材料を購入してきた（米盛聞き書き）」と合致する記述であり、町史に携わる者の一人として、心

して取り組まなければいけないと感じました。

そのほか２０２５年１１月、斜里町立知床博物館から、学芸員の勝田一気氏、樋口眞人氏のお二人による〈竹富町

調査〉が行われ、約１週間の滞在期間中に訪れた竹富島、西表島、由布島、波照間島での経験や採集した陸貝

や植物について、竹富島の「種子取祭」見学記などを寄稿いただきました。姉妹町である斜里町との継続的な

交流ができたことを嬉しく感じるとともに、若い学芸員の皆様の活躍を楽しみにしています。

また、「２０２５年度沖縄県地域史協議会第２回研修会」で報告させていただいた内容を再編集して掲載しまし

た。報告にあたり、竹富町史の成り立ちやこれまでの経緯、『西表島編』〈上巻〉をはじめとする町史刊行物の

発刊についてまとめることができました。同時に、「竹富町史は竹富町民が主体的な歴史を編んでいくための

場である」ことを再認識することができました。

このほか、竹富島と波照間島で開催した「沖縄環太平洋映画祭 第２回 Cinema at Sea―巡回映画祭 in 竹富

町－」についてまとめたほか、竹富町史編集室を立ち上げた１９８９年（平成１）からこれまでの３６年間にわたる

「竹富町誌編集委員歴代名簿」を作成し便覧に供するところです。また「竹富町史編集委員会議事録」、「寄贈

図書一覧」、「購入図書一覧」などを掲載しています。

１年間、町史編集事業はもとより、町史所蔵写真の整理、映画会の取り組み、さまざまな研修会への参加や

多くの方々との出会いや対話による日々の経験は、私自身のかけがえのない財産です。１年は節目ではありま

すが、今は過去と繋がりまた絶えず未来へと繋がっていることを学ばせていただきました。ありがとうござい

ました。 （米盛恭子）

e-mail : taketomi-choshi@town.taketomi.okinawa.jp

編集発行 竹富町教育委員会

沖縄県石垣市美崎町１１－１

TEL ０９８０－８７－６２５７

第５８号

２０２６年４月３０日発行

―67―


	竹富町史だより58号
	第５８号本文_1214_091913.13842.5A8HD3

